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　2005 年 11 月、北アフリカのチュニジア共和国
において、国連が主催する第２回世界情報社会
サ ミ ッ ト（WSIS：World Summit on Information 
Society）が、国連機関のひとつである ITU（国際
電気通信連合）の主導により開催された。第１回




































ICANN（Internet Corporation for Assigned Names 
and Numbers）の今後の運営のあり方に関して、
現状維持を含めた４つの提案がなされた。
　これに対する日本のステークホルダーの意見は、
例えば、2005 年９月に公開された譖日本経済団体
連合会による「インターネットガバナンスのあり
かたについて」と題した政策提言にまとめられて
いる。同提言によると、現在インターネットの管
理は、ICANNにより効率的に運用されており、そ
の実績は十分信頼に値するものであると評価した
上で、今後予測される IPアドレスの運用体制の変
更に伴って、今まで以上に開かれた組織となるよ
う改善を推進すべきであるとしている。すなわち、
日本国内の有識者はほぼ中立の立場をとっている
と言える。
　インターネットのガバナンスは、スパムメール
や不正アクセスなどの対処方法や設備のあり方と
いった技術的な観点に関る。また、ドメイン名の
運営は倫理や文化にも影響する。
　今回のサミットの成果として新たに「Internet 
Governance Forum（インターネットガバナンスに
関するフォーラム）」を発足させることが決まった。
国連は、2006 年に第１回目の会合をギリシャで開
く予定である。今後、インターネットガバナンス
に関する議論はこのフォーラムの場に委ねられる
模様である。
参　考：
世界情報社会サミットのホームページ
http://www.itu.int/wsis/
